
評価結果詳細（ココファン・ナーサリー北上尾）

第三者評価結果 コメント

Ⅰ－１－（１）－①　理念、基本方針が明文化され
周知が図られている。

ａ

保育理念・基本方針は、ホームページやパンフ
レット、園内への掲示などで明示し、周知に努
めている。保育目標は、入園説明会で配付・説
明される重要説明事項説明書「生活の手引き」
にも掲載し、保護者へ理解を深めてもらえるよ
うにしている。

第三者評価結果 コメント

Ⅰ－２－（１）－①　事業経営をとりまく環境と経
営状況が的確に把握・分析されている。

ａ

法人内で開催されている園長会議、グループ会
議、ブロックリーダー会議などにおいて事業環
境や法令等の分析に取り組んでいる。直近にお
いては、新保育指針の変更への対応についても
全職員を対象に平成２９年度中の研修を受講
し、理解を深めるように取り組んだ。

Ⅰ－２－（１）－②　経営課題を明確にし、具体的
な取り組みを進めている。

ａ

経営課題として「安心・安全な保育の実践」
「保護者のニーズに応える保育の実践」を掲げ
て取り組んでいる。初任・中途採用の職員対し
ては、コーチ制度を導入して課題に取り組める
ようにしている。さらに、職員のチームワーク
を大事にした園運営を目指している。

第三者評価結果 コメント

Ⅰ－３－（１）－①　中・長期的なビジョンを明確
にした計画が策定されている。

ａ

中期計画(平成２９年度～３０年度）には「現
在の姿」「あるべき姿」「３年後のあるべき
姿」「達成のための取り組み、具体例」を明示
しており、重点項目として「組織力の充実強
化」「職員の資質の向上」「地域貢献」を掲げ
ている。さらに、年度ごとに達成状況を把握
し、次年度計画を策定している。

Ⅰ－３－（１）－②　中・長期計画を踏まえた単年
度の計画が策定されている。

ａ

中期計画をもとに単年度事業計画を策定してお
り、さらに単年度の進捗(達成）状況を年度末
に総括し、次年度計画を策定する仕組みが整っ
ている。また項目分類に関しても、保育、運
営、職員育成、収支、営繕など５項目に分かり
やすく細分化し円滑に達成できるようにしてい
る。

Ⅰ－３－（２）－①　事業計画の策定と実施状況の
把握や評価・見直しが組織的に行われ、職員が理解
している。

ａ

中期・単年度事業計画の策定に関しては、園長
が事業の方向性を示唆し、職員会議などにおい
て話し合い組織一丸となって取り組めるように
している。また、全体的な計画はクラス担任を
中心に策定し、乳・幼児会議における検証をも
とに職員会議で共有するとともに、事務室へ掲
示し周知に努めている。

Ⅰ－３－（２）－②　事業計画は、利用者等に周知
され、理解を促している。

ａ

見学会や入園説明会では、園の取り組みを分か
りやすく説明し、入園式や保護者会などを通じ
ても事業計画について説明し理解を深めてもら
えるようにしている。さらに、保育参観によっ
て実際の保育に触れてもらい、クラス懇談会で
詳しい説明や意見を傾聴する流れとしている。

Ⅰ－２　経営状況の把握

Ⅰ－２－（１）　経営環境の変化等に適切に対応している。

Ⅰ－３　事業計画の策定

Ⅰ－３－（１）　中・長期的なビジョンと計画が明確にされている。

Ⅰ－３－（２）　事業計画が適切に策定されている。

Ⅰ－１－（１）　理念、基本方針が確立・周知されている。

評　価　細　目　の　第　三　者　評　価　結　果
（保育所、地域型保育事業）

評価対象Ⅰ　福祉サービスの基本方針と組織
Ⅰ－１　理念・基本方針



評価結果詳細（ココファン・ナーサリー北上尾）

Ⅰ-４　福祉サービスの質の向上への組織的・計画的な取組
第三者評価結果 コメント

Ⅰ－４－（１）－①　福祉サービスの質の向上に向
けた取組が組織的に行われ、機能している。

ａ

法人本部の品質管理課による内部監査をはじ
め、期待役割面談を導入し、職員個々に対して
も資質の向上のための振り返りや動機付けの機
会を設けている。また、園長、主任、クラスの
保護者代表（６名）、本部の担当者などが出席
する運営委員会においても要望を把握し改善に
つなげている。

Ⅰ－４－（１）－②　評価結果にもとづき組織とし
て取組むべき課題を明確にし、計画的な改善策を実
施している。

ａ

年・月・週の各保育計画をはじめ、各種の取り
組みに関する書式には「振り返り」欄を設け
て、自己評価と合わせて記載できるようにして
いる。また定例の職員会議において課題を確認
しており、すぐに改善できる事柄と計画的に改
善していく事項を区分し、園一丸となって取り
組んでいる。

第三者評価結果 コメント

Ⅱ－１－（１）－①　管理者は、自らの役割と責任
を職員に対して表明し理解を図っている。

ａ

法人としても職務分担表に基づいて、年度ごと
に園としての役割分担を取り決めており、園長
（管理者）の役割や責任をはじめ、職員一人ひ
とりの役割や個別の担当を明示している。職員
会議をはじめ、乳幼児クラス、給食、パートな
どの会議に出席し、具体的な指導・助言によっ
て事業の方向性を示唆することで、適切に園運
営が実施できるようにしている。

Ⅱ－１－（１）－②　遵守すべき法令等を正しく理
解するための取り組みを行っている。

ａ

職員全員にコンプライアンスコードについての
冊子を配付し、守るべき法令等の理解を深めて
いる。全職員がＷＥＢでコンプライアンスにつ
いて研修を受けたり、小テストで習熟度を測定
している。さらに結果を法人本部に提出し、園
としての認識度を確認することにも繋げてい
る。

Ⅱ－１－（２）－①　福祉サービスの質の向上に意
欲をもち、その取組に指導力を発揮している。

ａ

職員個々に対して期待役割面談を実施してお
り、面談を通して全職員の資質向上を目指して
いる。また、法人内４０園を地域ごとに７ブ
ロックに分けており、園長はブロックリーダー
としてブロックリーダー会議のメンバーの職責
を果たしている。

Ⅱ－１－（２）－②　経営の改善や業務の実行性を
高める取組に指導力を発揮している。

ａ

毎月本社で配付される各種のデータを検証し、
資源の有効活用に取り組んでいる。また、職員
の有給休暇の取得率向上に努め、働きやすい職
場環境つくりにも取り組んでいる。さらに法人
内の分科会の委員（アプローチ委員）として、
指導力を発揮している。

Ⅱ－１－（１）　管理者の責任が明確にされている。

Ⅱ－１－（２）　管理者のリーダーシップが発揮されている。

Ⅰ－４－（１）　質の向上に向けた取組が組織的・計画的に行われている。

評価対象Ⅱ　組織の運営管理
Ⅱ－１　管理者の責任とリーダーシップ



評価結果詳細（ココファン・ナーサリー北上尾）

第三者評価結果 コメント

Ⅱ－２－（１）－①　必要な福祉人材の確保・定着
等に関する具体的な計画が確立し、取組が実施され
ている。

ａ

入社時の初任研修をはじめ、フォローアップ研
修などを通して、求められる職務が理解出来る
ようにしている。また、職員の配置について
は、キャリアなども考慮して適切な保育を実施
できるように努めている。さらに、非常勤保育
士の役割も明確化し、働きやすい環境整備に取
り組んでいる。

Ⅱ－２－（１）－②　総合的な人事管理が行われて
いる。

ａ

保育士としての経験年数、習熟度、意欲をもと
に、クラス担任、クラスリーダー、乳児リー
ダー、幼児リーダー、主任など責任を明確化
し、業務を細分化している。また、段階的に目
標を持って意欲的に歩んでいけるようにキャリ
アパス制度を設け、安定した保育の実践と次代
を担う人材育成に繋げている。

Ⅱ－２－（２）－①　職員の就業状況や意向を把握
し、働きやすい職場づくりに取組んでいる。

ａ

勤怠は全てカードにより出退勤が記録されてお
り、時間外労働・有給休暇の取得については法
人本部の人事管理部門で管理されている。各種
の休暇取得も記録され、適正な勤務となるよう
な管理体制が整っている。また園長や主任（管
理職）は職員に対して積極的に声をかけるよう
努め、日頃よりコミュニケーションを図ること
で意思疎通を大切にし、働きやすい職場環境作
りに努めている。

Ⅱ－２－（３）－①　職員一人ひとりの育成に向け
た取組を行っている。

ａ

新入職員に対しては、コーチ制度（一定期間先
輩職員のマンツーマンによる教育）を設けてお
り、適宜指導・相談を受けられる体制を整えて
育成に取り組んでいる。また、目標設定に基づ
いた管理職による指導・助言、専用シートによ
る毎月のふり返りなどの仕組みを設けており、
組織としてサポートする体制が構築されてい
る。

Ⅱ－２－（３）－②　職員の教育・研修に関する基
本方針や計画が策定され、教育・研修が実施されて
いる。

ａ

職員育成・評価の考え方などの人事制度に関す
る方針を運営ガイドラインに明示している。法
人本部研修、市（地域）の研修、園内研修など
年間を通じた研修計画を策定しており、人事考
課制度に則り積極的に参加を支援している。中
途採用の職員には初任研修やフォローアップ研
修受講後に育成プログラムとしてリーダー研修
を設けている。

Ⅱ－２－（３）－③　職員一人ひとりの教育・研修
の機会が確保されている。

ａ

年間研修計画表は、研修内容、対象、参加者な
どが記載できる書式になっており、それぞれ、
法人研修、地域の研修、園内研修（ガイドライ
ン研修、人権や虐待をテーマとした研修）など
各種の研修への参加を支援している。研修成果
はレポートや発表等で共有化し、園全体の保育
の質の向上につなげている。

Ⅱ－２－（４）－①　実習生等の福祉サービスに関
わる専門職の教育・育成について体制を整備し、積
極的な取組をしている。

ａ

実習生の受け入れにあたっては、受け入れマ
ニュアル、担当者の配置、オリエンテーション
の実施等の体制を整えており、円滑に活動でき
るようにしている。また、守秘義務の徹底に努
めており、オリエンテーションでは個人情報の
扱いについて説明し周知に努めている。保育士
養成は保育施設の大きな役割と考え、実習生を
積極的に受け入れている。

Ⅱ－２　福祉人材の確保・育成

Ⅱ－２－（１）　福祉人材の確保・育成計画、人事管理の体制が整備されている。

Ⅱ－２－（２）　職員の就業状況に配慮がなされている。

Ⅱ－２－（３）　職員の質の向上に向けた体制が確立されている。

Ⅱ－２－（４）　実習生等の福祉サービスに関わる専門職の研修・育成が適切に行われている。



評価結果詳細（ココファン・ナーサリー北上尾）

第三者評価結果 コメント

Ⅱ－３－（１）－①　運営の透明性を確保するため
の情報公開が行われている。

ａ

ホームページやパンフレットなどの各種の媒体
によって情報提供に取り組んだり、見学希望者
には電話予約によって対応している。また、行
事開催後に行う保護者アンケート結果について
は、改善計画を盛り込み園内に掲示してフィー
ドバックする仕組みが整っている。

Ⅱ－３－（１）－②　公正かつ透明性の高い適正な
経営・運営のための取組が行われている。

ａ

保育参観やクラス懇談会に加え、年２回定期的
に開催している「運営委員会」は、各クラスの
保護者代表、法人本部の役員、園長、主任が参
加して運営について話し合い、意見や感想を把
握している。終了後には、議事録を玄関ホール
に設置して内容を開示している。

第三者評価結果 コメント

Ⅱ－４－（１）－①　利用者と地域との交流を広げ
るための取組を行っている。

ａ

子育て支援・地域交流の場として「子育て玉手
箱」を開催しており、園の専門性を地域に還元
することで、子育て家庭の支援に取り組んでい
る。内容としては、手遊び、エプロンシア
ター、絵本の読み聞かせ、育児相談を行い地域
交流の幅を広げることに力を入れている。

Ⅱ－４－（１）－②　ボランティア等の受入れに対
する基本姿勢を明確にし体制を確立している。

ａ

ボランティアは積極的に受け入れており、近隣
の中学生の職場体験や保護者の保育士体験など
の機会を設けている。マニュアルによって、基
本姿勢をはじめ円滑な活動を支援する各種の取
り決め事項を明示ている。特に「個人情報につ
いて守秘義務」については書面を取り交わして
いる。

Ⅱ－４－（２）－①　福祉施設・事業所として必要
な社会資源を明確にし、関係機関等との連携が適切
に行われている。

ａ

戸外活動として散歩、近隣の公園、図書館、コ
ミュニティセンターなど園児に還元できる社会
資源を明確にし指導計画に盛り込むことで、保
育の中で活用できるようにしている。地域のイ
ベントや役立つ情報については市の保育課から
提供されているポスターなどを示し、保護者へ
の情報提供に取り組んでいる。

Ⅱ－４－（３）－①　福祉施設・事業所が有する機
能を地域に還元している。

ａ

入園希望者などの見学はルールを決めて対応し
ており、その際には育児相談を受け付けること
にしている。地域の子育て支援事業として「子
育て玉手箱」を開催しており、園の専門性を地
域に還元することに努めている。さらに市の広
報紙によって詳細を伝え、地域の児童福祉に資
するよう活動している。

Ⅱ－４－（３）－②　地域の福祉ニーズに基づく公
益的な事業・活動が行われている。

ａ

保護者の就労時間に柔軟に対応することを目的
に、延長保育を実施している。また、消火訓練
やＡＥＤ心肺蘇生法の訓練などを実施して、地
域も含めた安全対策に取り組み、自治会に参画
し地域の自主防災訓練に参加している。ＡＥＤ
が設置されていることを公開し、地域の安心に
つなげている。

第三者評価結果 コメント

Ⅲ－１－（１）－①　利用者を尊重した福祉サービ
ス提供について共通の理解をもつための取組を行っ
ている。

ａ

保育に従事する者として守るべき法、規範、倫
理などについては入社時研修通じて学び、さら
に、就業規則にも明示している。また、園内研
修では運営ガイドラインをもとに倫理綱領を学
ぶ機会を設けている。さらに、子どもが他者へ
の尊重が芽生える機会として、多世代交流や異
年齢保育などを積極的に取り入れている。

Ⅲ－１－（１）－②　利用者のプライバシー保護等
の権利擁護に配慮した福祉サービス提供が行われて
いる。

ａ

法人として個人情報に関する取り扱いを定めた
個人情報保護方針を設けており、「生活の手引
き」（重要事項説明書）に明示し、入園時に説
明して同意を得ている。また、廊下にはプライ
バシーポリシーを掲示して園の方針を伝えてい
る。また、「プライバシーに対する取り組み・
服務」についても掲載し、園としての姿勢を明
らかにしている。

Ⅱ－４－（１）　地域との関係が適切に確保されている。

Ⅱ－４－（２）　関係機関との連携が確保されている。

Ⅱ－４－（３）　地域の福祉向上のための取組を行っている。

評価対象Ⅲ　適切な福祉サービスの実施
Ⅲ－１　利用者本位の福祉サービス

Ⅲ－１－（１）　利用者を尊重する姿勢が明示されている。

Ⅱ－４　地域との交流、地域貢献

Ⅱ－３　運営の透明性の確保

Ⅱ－３－（１）　運営の透明性を確保するための取組が行われている。



評価結果詳細（ココファン・ナーサリー北上尾）

Ⅲ－１－（２）－①　利用希望者に対して福祉サー
ビス選択に必要な情報を積極的に提供している。

ａ

毎年度、多くの見学・問い合わせを受け付けて
おり、園長や主任が園見学の対応をしている。
保育園利用については質問に丁寧に答え、園生
活について理解が深まるよう取り組んでいる。

Ⅲ－１－（２）－②　福祉サービスの開始・変更に
あたり利用者等にわかりやすく説明している。

ａ

入園説明会では、生活の手引き（重要事項説明
書）に従い、園の理念・概要の説明を行ってお
り、同意書を交わしている。また個人面談の実
施により不安の払拭や個別対応ができるよう取
り組んでいる。

Ⅲ－１－（２）－③　福祉施設・事業所の変更や家
庭への移行等にあたり福祉サービスの継続性に配慮
した対応を行っている。

ａ

転園する園児の成長記録は転園先に送ってい
る。また安心して就学できるよう小学校との連
携が図られている。関係機関との連携・協議を
密にし、子ども の福祉が確保されるよう取り
組んでいる。

Ⅲ－１－（３）－①　利用者満足の向上を目的とす
る仕組みを整備し、取組を行っている。

ａ

意見箱の設置・保護者会の実施など、保護者か
らの意見を聴取する仕組みが整えられている。
また行事後のアンケートは結果を掲示し今後の
保育に生かしている。

Ⅲ－１－（４）－①　苦情解決の仕組みが確立して
おり、周知・機能している。

ａ

苦情解決のためのフローが玄関に掲示してあ
り、適切な対応のための仕組みが構築されてい
る。また生活の手引きには、意見要望に対して
担当および責任者・苦情解決第三者委員が紹介
されている。

Ⅲ－１－（４）－②　利用者が相談や意見を述べや
すい環境を整備し、利用者等に周知している。

ａ

日々の連絡帳や送迎時のコミュニケーションを
通して保護者の相談に対応するよう努めてい
る。意見箱への投函も出来る。入園説明会でそ
の点について周知している。

Ⅲ－１－（４）－③　利用者からの相談や意見に対
して、組織的かつ迅速に対応している。

ａ

相談先は主任や乳児リーダー、幼児リーダー、
担任とさまざまであるが個別の職員による対応
にとどまらないよう、管理職をはじめ全体で保
護者・子どもたちの状況を把握できるよう努め
ている。朝ミーティングでは様々な連絡を共有
し、丁寧な対応を実現している。

Ⅲ－１－（５）－①　安心・安全な福祉サービスの
提供を目的とするリスクマネジメント体制が構築さ
れている。

ａ

危機管理マニュアルを策定し、管理体制の構築
と各種リスク対応の明示、園内外の安全チェッ
ク実施・ヒヤリハットの作成を重ね分析するな
ど子どもたちが安全に過ごすことができるよう
施策が講じられている。

Ⅲ－１－（５）－②　感染症の予防や発生時におけ
る利用者の安全確保のための体制を整備し、取組を
行っている。

ａ

ガイドライン衛生編の設置、園内研修、外部の
嘔吐処理法の研修により職員の衛生に対する意
識を高め環境整備に取り組んでいる。生活の手
引きには、感染症についてのページと登園届や
医師の意見書を載せている。発症した際には玄
関掲示によって、保護者にも周知し、蔓延防止
への協力を促している。

Ⅲ－１－（５）－③　災害時における利用者の安全
確保のための取組を組織的に行っている。

ａ

避難訓練・危機対応（不審者対応）訓練を計
画・実施しており、万一の事態に備えている。
特に水害対策については上尾市のハザードマッ
プを確認して「水害」を想定して避難訓練も実
施している。

Ⅲ－１－（５）　安心・安全な福祉サービスの提供のための組織的な取組が行われている。

Ⅲ－１－（２）　福祉サービスの提供に関する説明と同意（自己決定）が適切に行われている。

Ⅲ－１－（３）　利用者満足の向上に努めている。

Ⅲ－１－（４）　利用者が意見等を述べやすい体制が確保されている。



評価結果詳細（ココファン・ナーサリー北上尾）

Ⅲ－２－（１）－①　提供するサービスについて標
準的な実施方法が文書化され福祉サービスが提供さ
れている。

ａ

事故防止・対応、個人情報保護方針、苦情対
応、危機管理、衛生管理等について法人統一の
各種マニュアルの設置があり、サービスの基本
事項や手順を明確にしている。年間計画、月
案、週案、日案、個人指導計画により保育を
行っている。

Ⅲ－２－（１）－②　標準的な実施方法について見
直しをする仕組みが確立している。

ａ

各園長で構成される学研アプローチ委員会・ガ
イドライン委員会によって、定期的にサービス
の基本事項や手順等の見直しが行われ、必要に
応じて改定等がされている。職員会議での職員
の意見や、保護者からの意見や要望、子どもの
様子等も見直しに反映できるように取り組んで
いる。

Ⅲ－２－（２）－①　アセスメントにもとづく個別
的な福祉サービス実施計画を適切に策定している。

ａ

入園説明会、個人面談を行い、子どもの成育
歴、家庭での教育方針等について保護者から詳
しく聞き取り記録している。乳児の場合は栄養
士とも面談し離乳食の進め方や食物アレルギー
等への対応についての相談に応じている。入園
時には児童票・健康調査票・緊急連絡票等の必
要書類の提出をお願いしている。保育内容・カ
リキュラムについては会議で話し合いながら、
個別の保育カリキュラムを策定し取り組んでい
る。

Ⅲ－２－（２）－③　定期的に福祉サービス実施計
画の評価・見直しを行っている。

ａ

理念・方針を基に全体的な計画に沿って年間計
画を作成し月案、週案につなげている。日々の
保育は日誌にて振り返りと評価を行い、週案、
月案においても都度、振り返りを行い次週・次
月の計画につなげている。個別に計画が必要な
子どもについては、子どもの年齢や発達に応じ
て計画の作成と見直しを行っている。

Ⅲ－２－（３）－①　利用者に関する福祉サービス
実施状況の記録が適切に行われ、職員間で共有化さ
ている。

ａ

乳児は連絡帳で１日の子どもの様子について保
護者と詳細にやり取りし、相談にも応じてい
る。指導計画の内容や個人の記録は会議等で共
有し、特記事項については毎日のミーティング
で共有している。園での活動の様子はクラス日
誌に記録し、主任または園長が確認する仕組み
となっている。

Ⅲ－２－（３）－②　利用者に関する記録の管理体
制が確立している。

ａ

子ども１人ひとりに関する必要な情報は、法人
統一の書式に記録し職員間で共有している。子
どもに関する書類は、鍵のかかる書庫に保管し
適切に取り扱うことを全職員に周知している。

第三者評価結果 コメント

Ａ－１－（１）－①　保育所の理念、保育の方針や
目標に基づき、子どもの心身の発達や家庭及び地域
の実態に即した保育過程を編成している。

ａ

職員会議では、保育理念・方針・目標に基づき
全体的な計画を作成している。地域との関わ
り・自己評価について項目を追加している。計
画は、家庭や子どもの姿を反映し、職員が保育
の中で考えながら進められるような内容に策定
している。

Ａ－１－（２）－①　生活にふさわしい場として、
子どもが心地良く過ごすことのできる環境を整備し
ている。

ａ

法人オリジナルプログラムである「学研アプ
ローチ」の保育環境設定マニュアルでは、子ど
もが落ち着く環境づくりが年齢別に掲載されて
いる。各年齢別に心地よく過ごせるための環境
づくりに取り組んでいる。保育室内の机と椅子
は必要時以外は片づけ、広いスペースで安全に
活動できるように工夫している。

Ａ－１－（２）－②　一人ひとりの子どもを受容
し、子どもの状態に応じた保育を行っている。

ａ

子どもの特性や個性を重視しながら、個々の状
態に合わせて保育を行うように努めている。休
息の長さや時間帯は子どもの状況に配慮し、乳
児では特に午睡時間以外にも疲れた時には休め
るように配慮している。5歳児クラスでは就学
にむけて、年明けから午睡時間を短縮している
が、体調等に個別に配慮している。

Ⅲ－２　福祉サービスの質の確保
Ⅲ－２－（１）　提供するサービスの標準的な実施方法が確立している。

Ⅲ－２－（２）　適切なアセスメントにより福祉サービス実施計画が策定されている。

Ⅲ－２－（３）　福祉サービス実施の記録が適切に行われている。

評価対象Ⅳ　内容評価基準
Ａ－１保育内容

Ａ－１－（１）養護と教育の一体的展開

Ａ－１－（２）　環境を通して行う保育、養護と養育の一体的展開



評価結果詳細（ココファン・ナーサリー北上尾）

Ａ－１－（２）－③　子どもが基本的な生活習慣を
身に付けることができる環境の整備、援助を行って
いる。

ａ

自分の持ち物や場所をわかり、引出しから取り
出したり片づけたりできるように環境設定し、
援助している。着替え、排泄、食事など基本的
な生活習慣については年齢や個々の発達に合わ
せて１歳児から伝えはじめ、４歳児では概ね自
分でできるようになっている。

Ａ－１－（２）－④　子どもが主体的に活動できる
環境を整備し、子どもの生活と遊びを豊かにする保
育を展開している。

ａ

子どもの主体的な活動を保証するために、学研
アプローチ「人・物・空間」のマニュアルに
沿って環境設定を行っている。乳児から、絵本
や玩具が自分で取り出せるような場所に設置
し、片づけしやすいように玩具の写真を収納場
所に張って示すなどの工夫をしている。

Ａ－１－（２）－⑤　乳児保育（０歳）において、
養護と教育が一体的に展開されるよう適切な環境を
整備し、保育の内容や方法に配慮している。

ａ

乳児においては生命の維持・情緒の安定のため
に、寝ている姿が見通せる保育者の位置やゆっ
くり授乳ができるような環境づくりをしてい
る。０歳児では入園直後は短い時間から始め通
常の保育時間になれるように取り組む慣らし保
育を行っているほか、受け入れから同じ保育士
が担当し不安やストレスの軽減に努める担当制
を行っている。

Ａ－１－（２）－⑥　３歳児未満児（１・２歳児）
の保育において養護と教育が一体的に展開されるよ
う適切な環境を整備し、保育の内容や方法に配慮し
ている。

ａ

エプロンやおむつなど自分の持ち物をわかり、
準備や片付けができるような環境づくりをして
成功体験を積むような援助を行っている。玩具
以外にも歌や音楽、粘土や絵具なども使用し
て、感覚を刺激し様々な表現活動を楽しめるよ
うにしている。

Ａ－１－（２）－⑦　３歳以上児の保育において養
護と教育が一体的に展開されるよう適切な環境を整
備し、保育の内容や方法に配慮している。

ａ

１人ひとりの目標を持ち、チャレンジできる環
境を保証している。毎月の新しい絵本の提供、
知育教材も取り入れ、言葉や文字との出会いも
大切にしている。運動遊び、歌や音楽、３歳か
らの当番活動など様々な経験を通して自立と自
律の発達を促している。

Ａ－１－（２）－⑧　障害のある子どもが安心して
生活できる環境を整備し、保育の内容や方法に配慮
している。

ａ

上尾市の巡回相談などを通して専門家によるア
ドバイスを受けることができている。関係機関
と連携し適切な保育が実施できるように、職員
も情報の共有と理解に努めている。集団生活の
中で、子どもたちが他者の個性を尊重する気持
ちが育つように援助している。

Ａ－１－（２）－⑨　長時間にわたる保育のための
環境を整備し、保育の内容や方法に配慮している。

ａ

保育時間が長くなる子どもについては、健康状
態のチェックや水分補給に配慮し、希望により
補食の提供も行っている。延長時間には、ぬり
えやシールなど少人数で静かに遊べるような遊
びを提供しゆっくり過ごせるように配慮してい
る。

Ａ－１－（２）－⑩　小学校との連携、就学を見通
した計画に基づく、保育の内容や方法、保護者との
関わりに配慮している。

ａ

就学にむけて、上尾市立小学校と連携し避難訓
練の際には、広域避難場所である小学校へ避難
している。上尾市の相談会、教頭先生との関わ
りの中で小学校での生活を知り、入学にむけて
意欲的に取り組めるように援助している。



評価結果詳細（ココファン・ナーサリー北上尾）

Ａ－１－（３）－①　子どもの健康管理を適切に
行っている。

ａ

嘱託医による定期的な健康診断があるほか、毎
日の保育の中では手洗い・うがいの大切さを伝
え感染症の予防に努め、外から帰った際には必
ず行うように指導している。手洗いは０歳児か
ら、うがいは３歳児から実施している。夏季は
こまめな水分補給に努めており、幼児は水筒を
持参している。

Ａ－１－（３）－②　健康診断・歯科検診の結果を
保育に反映している。

ａ

年２回の内科検診と年１回の歯科検診を実施し
ている。検診の結果は保護者に通知し、医師か
らの所見も説明している。集会では歯磨きにつ
いての紙芝居や、健康な体について、偏食の弊
害などについても子どもにわかりやすく伝える
ようにしている。

Ａ－１－（３）－③　アレルギー疾患、慢性疾患等
のある子どもに対し、医師からの指示を受け適切な
対応を行っている。

ａ

食物アレルギーへの対応は、医師からの指示に
より除去食の提供をしている。毎月、栄養士は
保護者とアレルギー面談を行い、保護者と献立
表の確認を行い家庭での状況も共有している。
配膳ではネームプレートのある専用のトレイと
蓋付食器を使用して、担任が確認し提供してい
る。アレルギー対応の薬品の取り扱いについて
も園内で研修を実施し、緊急時に備えるように
取り組んでいる。

Ａ－１－（４）－①　食事を楽しむことができるよ
う工夫をしている。

ａ

栄養士を中心に食育の機会を多く取り入れてい
る。クッキングではお月見団子づくり、ハロ
ウィンクッキーづくりなど、内容によりクラス
ごとや全体で行うなどの工夫をしている。プラ
ンターや家庭菜園ではジャガイモ・キュウリ・
ミニトマトなどの栽培活動を行い、自分で育て
た野菜を調理する機会にもつなげ、子どもたち
が食材にふれ食に興味がもてるように取り組ん
でいる。

Ａ－１－（４）－②　子どもがおいしく安心して食
べることのできる食事を提供している。

ａ

給食会議を行い、味や具材の大きさなど給食の
内容について意見交換をしている。本社では、
「食と安全」をテーマにした研修が開催されて
おり、常に安心安全を意識することができてい
る。毎日の給食・おやつは園内で調理され、季
節感を大切にして素材の味を楽しめるように薄
味で調理し提供されている。

第三者評価結果 コメント

Ａ－２－（１）－①　子どもの生活を充実させるた
めに、家庭との連携を行っている。

ａ

期待役割面談と年２回の自己評価をつけること
で自己の保育の実践を振り返り、今後に向けた
課題を明確にする取り組みをしている。自己の
向上に向けては様々な研修を選んで主体的に参
加するなどしている。

Ａ－２－（２）－①　保護者が安心して子育てがで
きるよう支援を行っている。

ａ

子育ての悩みや家庭の事情、就労等保護者の相
談に随時対応しており、降園時に保護者と担任
で話す機会を設けている。保護者の就労状況を
把握し、園行事の日程を早めに周知する等の取
り組みをしている。子育てや就労等の個々の事
情は児童票に記載して、適切な対応が出来るよ
うにファイルしている。

Ａ－２－（２）－②　家庭での虐待等権利侵害の疑
いのある子どもの早期発見・早期対応及び虐待の予
防に努めている。

ａ

毎朝の受け入れ時には視診をして子どもの様子
をよく見て保育している。気になるケガは園の
デジタルカメラで撮影し、記録を残している。
虐待防止や育児困難家庭への支援に向けては早
期発見を心がけ、園長、主任に報告し職員間で
の情報共有に努めている。子どものつぶやきな
どから虐待の疑いが感じられる場合は関係機関
に相談することにしている。

第三者評価結果 コメント

Ａ－３－（１）－①　保育士等が主体的に保育実践
の振り返り（自己評価）を行い、保育実践の改善や
専門性の向上に努めている。

ａ

期待役割面談と年２回の自己評価をつけること
で自己の保育の実践を振り返り、今後に向けた
課題を明確にする取り組みをしている。自己の
向上に向けては、様々な研修を選んで主体的に
参加するなどしている。

Ａ－２－（１）　家庭との緊密な連携

Ａ－２－（２）　保護者等の支援

Ａ－３　保育の質の向上

Ａ－３－（１）　保育実践の振り返り（保育士等の自己評価）

Ａ－２　子育て支援

Ａ－１－（３）　健康管理

Ａ－１－（４）　食事


